
 

第 71回「移動産学官交流」講演会・交流会 
 

 

 

 

主催:静岡市清水産業・情報プラザ（指定管理者：静岡商工会議所） 

共催:新産業開発振興機構、静岡県農業高等学校校長会 

第 71回（平成 23年度第 7回）のご案内を差し上げます。 

今回は、県立静岡農業高校と県立科学技術高校に協力いただき、大学研究者、団体、高校関係者に下記のよう

な内容で講演や発表をしていただきます。「環境再生」をテーマとし会場は静岡農業高校です。講演者と交流を持

っていただき、今後の活動に活かしてもらえばと考えます。多数の方の来場をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  参 加 料   無料 （交流・懇親会参加者は 500円／ 軽食・飲物を用意いたします） 

  定 員    １００人 

  申込方法   下記申込書に記入してＦａｘ、E-mailで申し込み下さい。 

  事 務 局   静岡商工会議所 新産業課（担当：相磯、小堺） 

Ｔｅｌ： （代）054-355-5400 FAX:054-340-5117(専用） E-mail： info2@nio-s.net 

※ 学校側との積極的な交流を図るためにも、ぜひ交流会までご出席下さい。尚、申込書に記入いただい 

※ た情報は、当日名簿として配布するほか、商工会議所からの各種連絡・情報提供に利用する事があり 

※ ますことをご了承下さい。また、ウォームビズ期間中ですので、服装等へのご配慮よろしくお願いします。 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

   第７１回「移動産学官交流」講演会・交流会 参加申込書（県立静岡農業高等学校） 

   平成 24年 1月 18日（水）開催                Ｆａｘ 054-340-5117 

事 業 所 名  

参加者名（役職） （       ） （       ） 

講 演 会 参加 ・ 参加しない 参加 ・ 参加しない 

交 流 会 参加（有料） ・ 参加しない 参加（有料） ・ 参加しない 

所 在 地  TEL  

※E-mail  ※Ｆａｘ  
※ 欄：今後の『産学官交流会』のご案内を希望される方はご記入願います。 

（原則 E-mail案内とさせていただきます。Ｆａｘでのご希望の場合は、「Ｆａｘ欄」のみご記入下さい。） 

新産業課（相磯、小堺） Ｆａｘ 054-340-5117 

 
本会には、宝くじ 

収益金の一部が使用

されています 

開催日時  平成２４年１月１８日（水） 

     講演会  17:00～18:30  交流会 18:30～19:30 

会    場  講演会  静岡県立静岡農業高等学校 5階 視聴覚教室  

     交流会   同 上         1階 会議室 

基調講演 『 取り戻そう身近な自然 』       富士常葉大学 教授 山田辰美氏 
団体発表 『 静岡市街地の緑地「谷津山」の再生・保全活動の取り組みについて 』   

谷津山再生協議会 総括代表 重岡廣男氏 

研究発表 『 谷津山再生協議会に参加して 』    静岡県立静岡農業高等学校 生徒 

     『 東日本大震災復旧活動に参加して 』  静岡県立科学技術高等学校 生徒 

交 流 会 静岡農業高等学校食品科学部のパン・ケーキの試食を通して交流を図る 

環境再生を考える！ 



 

基調講演 『 取り戻そう身近な自然 』         富士常葉大学 教授 山田辰美氏 

 小川・田んぼ・里山など身近な自然環境にこだわって研究を続けています。 

これらは深山や離島などにある原生自然に対して、二次的（人為的）自然と 

呼ばれるものです。そこに展開する生態系は、多くの日本人にとって懐しいふ 

るさとの原風景を形成しているものです。 

竹林拡大や人工林の再生を行っています。これは身近な自然が荒廃している 

ことが、私の最も気になることです。植えたままの人工林、拡大を続ける竹林 

など、里山において人々の活動が減少したことで問題化しています。それを改 

善するための研究です。 

地球温暖化と生物の研究もあります。生物が大好きな私にとって、珍しい昆 

虫や大きな魚は理屈抜きに心がワクワクとときめくものです。しかし、昔いな 

かった生物の発見や増加がこれだけ続くと、心配もあります。環境が変わって 

きた明かしなのです。 

 

  

 

 

 

 

 

 

団体発表 『 静岡市街地の緑地「谷津山」の再生・保全活動の取り組みについて 』 
谷津山再生協議会 総括代表 重岡廣男氏 

 谷津山再生協議会は、市街地の谷津山を市民憩いの場所としてふさわしい姿 

に再生・保全することを目的に、企業を含む 6団体で構成し活動を展開してい 

ます。 

本報では、奥山や里地里山の範疇に属しない、「町山」の公益的価値を追求し 

た活動や今後の方針についてご紹介します。 

 

研究発表 『 谷津山再生協議会に参加して 』      静岡県立静岡農業高等学校・生徒 

静岡農業高等学校環境科学科谷津山研究班では、谷津山再生協議会と連携を 

図り、定期的に放置竹林の伐採や植林、下草刈り等の保全活動に参加している。 

地域へ谷津山の現状や、谷津山の存在価値の大きさをＰＲするとともに、伐採し 

た竹の活用方法等を研究している。さらに、科学技術高校等の近隣学校との作業 

を通した交流活動を実施している。 

 

研究発表 『 東日本大震災復旧活動に参加して 』    静岡県立科学技術高等学校・生徒 

東日本大震災が起こり、大きな地震動や大津波により甚大な被害が発生した。 

その中で、多くの犠牲者が出た自治体や小学校がある一方、全く犠牲者を出さな 

かった中学校があった。地域、自治体及び学校等において地震や津波に対する様 

々な対策を行う中で、なぜそのように明暗を分けるようなことが起きたのか。 

今後、大規模な被害が想定される東海、東南海、南海地震に対する備えはどう 

あるべきかを考えていきたい。                                 以上 

 

 

写真１． 拡大する竹林 

 写真２． よく見かけるようになった 

ナガサキアゲハ 

 

 

 

写真３． 富士山樹海のヒノキ 

 

写真４． 静岡市で採集された 

オオウナギ 

 
写真６． 植林作業 

 

 

写真５． 植栽地の下草刈り作業 

 

 写真７． 被災地復旧活動 


